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【定例活動報告】 
　小原宿活性化推進会議では、地元住民と相模原市とが共同して、小原地
域の本陣、小原の郷、古民家などの拠点を活用したイベントを企画・開催
しており、緑のダムのみなさまにもご協力いただいています。相模原市に
おける中山間地域活性化事業対象地域に指定されており、特に今年度は、
毎月第２土曜日に、小原地域の歴史、自然、生活文化を活用した様々な体
験プログラムを実施しています。 
　８月には、緑のダムの宮村さんを中心に、底沢での沢登り体験を実施し
ていただき、相模原市内の住民の方10名程度の参加がありました。連日の
猛暑の中、緑に覆われた沢の周辺は冷気が溜まっていてとても涼しく、自
然のありがたさを感じるとても良い機会になりました。都会では味わえない体

1

４つの森林活動 

知足の森 
第１・３日曜日 

NPO法人緑のダム北相模 
midorinodam.jp

みなさまの参加を 
お待ちしております

緑のダム北相模は相模原
市内で活動する森林ボラ
ンティアです。急がず、無
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験で、自然と触れ合う機会が少なくなってしまった現代人にとって、環境教育の意味でも非常に意味のあ
ることだと思います。これからもこの取り組みが拡がって行くことを期待しています。 

永井　広紀（本会、理事） 

【定例活動報告】知足の森 

　8月は各種イベントが目白押しでした。第１日曜日に沢の下見を実施し、第３土曜日に体験学校を実
施、親子20名と沢に入りました。次の第３日曜日は体験学校2日目として竹林整備と流しそうめん体験を
行いました。 

　第１日曜日に私は初めて沢に入り、進むときに邪魔になってしまっている枝や木を切るという活動をし
ました。私たちが実際に沢を進んでいくときに邪魔だと思ったものや、危ないと思ったものをそれぞれ協
力してのこぎりで切り、落ちてこないように端っこに寄せて通りやすいようにしました。 
　途中から急に深くなって進むのでさえバランスを崩していまい大変だったところもあったけど、そうい
う深いところにももちろん邪魔な枝はあるので先輩方と協力をして活動に取り組みました。私は2週間後
の沢に行くことが出来ないので今日の活動だけでも精一杯ラボに貢献できるようにと頑張りました。 
今回は初めて沢に入ったので慣れていないという事もあり、あたふたしてしまったので次にもしそういっ
た機会があったらもっとスムーズに出来るように頑張りたいです。今回の活動を機に協力の大切さを学び
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚　美月（GTE LAB 中学１年女子） 
　第３日曜日は山に入り、木ではなく竹を切りました。竹は木専用ののこぎりでは切りにくく、竹専用の
のこぎりを使いました。竹専用ののこぎりはいつも使っていた生木用ものよりも歯が細かかったです。木
を切る時とは違い、竹は節を水平に切るだけで良いということ、竹は切った根元がはねるから当たらない
ように注意する必要があることを教えてもらい、理解しました。また、竹は空洞で軽いけれども意外と丈
夫な植物であることがわかりました。竹を切った後、竹の枝を落とす作業をしたのですが、枝をのこぎり
で切る方法以外に棒を枝に力強く当てて落と
すという方法も学び、細い枝は棒を使ったほ
うが簡単に枝を落とせることがわかり、驚き
ました。また、節をまたぐように切ってコップ
にしたり節と節の間を使い箸や皿、流しそう
めん用の竹を用意しました。皿を用意する作
業を実際にしてみて、真っ直ぐに切るのが難
しかったです。暑い中の活動後に食べたそう
めんはいつもより美味しく感じました。 

武藤　俊裕（GTE LAB 中学１年男子） 

【活動報告】毎年恒例(12回目)の
小菅村森林研修（合宿）を行いました 

　今年の合宿でも源流体験をはじめ多くの体験をさせていただき、特に多摩源流こすげで取り組まれてい
る源流の森づくりのフィールドで間伐研修をしていただきました。参加者の感想をご紹介します。 
　木々の間伐だけでなく、土を良くしていく活動が行われていた。小菅村にかつてあった森に近づけてい
くため、広葉樹の葉を地面に敷き詰めていた。相模湖の森より土に草が生えており、土もふかふかしてい
たように感じた。また、いくつかの種類の木を近くに植え、競争させているという話も印象的だった。最
終的に育つ木は限られてきそうだったが、より自然に近い状況を作り出すという面では納得できるもの
で、私では出てこないとても面白い発想だった。 
　小菅村に合った方法をいろいろと考えているのがよく分かった。先生もおっしゃっていたように、小菅
村での方法をそのまま相模湖で行えばいいわけではないが、今後も上手く森と付き合っていくために、
もっと工夫できることがありそうだと思った。今育てているセンダンなどが、数十年後にいい木材になれ
るよう、相模湖の環境に合った工夫を考えていきたい。 

鈴木　友結（GTE LAB 中学３年女子） 
＜４ページに続く＞ 
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桜井尚武の 

森のコラム 

　 
　ユキノシタ科の落葉低木で樹高は1.5m内外、名
前にタマがついているように蕾が大きな玉になって
目立つアジサイです。葉は対生で有柄、比較的しっ
かりした硬めの、粗毛が密生してざらつく卵形乃至
（ないし）楕円形の葉で揃った鋸歯が整然と並ら
び先端は尖ります（図1）。多数の青紫色の小さな
両性花からなる集散花序を枝先の球状の蕾を割っ
て5～6月に展開させます。同時に装飾花も花序の
縁に展開させます（図2）。この時期にはまだ両性
花は開花していません。その後開花したものは図3
のようになります。 
　本種の分布域は福島県以南の関東以西、中部地
地方とされています。そしてこれらの地域の山地帯
といわれる場所の山地の沢沿いの歩道の端にみら
れることが多い親しみ深い植物です。 
　沢沿いに多いといえばサワアジサイがあります。
ヤマアジサイが標準和名です。似たのが多い植物で
変異種が多いのですが細かく違いを識別して覚える
必要はないと私は思っています。樹高は1m～1.5m
内外でタマアジサイより小ぶり、対生の葉は薄く
て柔らかく脈上以外には毛がほとんど無く、長楕
円形でタマアジサイより葉も小ぶりです（図4）。
分布域は福島県以南の本州の太平洋側、四国、九
州で朝鮮南部にも見られるそうです。沢沿いの道を
歩いていると、タマアジサイの丸い蕾やザラザラし
た大きめの葉が見られることが多いですが、時に
は柔らかい感じの葉を茂らせたサワアジサイ（ヤ
マアジサイ）が付き添ってくれます。ヤマアジサイ
の花は散房状集散花序の周囲に装飾花を展開さ
せ、中央部に両性花を開く多くのアジサイと似た形
態です（図5）。 
　アジサイ類も明治時代に来日したシーボルトな
ど西洋人により持ち帰られて彼の地で園芸的に育
種されたものが日本に逆輸入されて現在豊富にみ
られる花木のアジサイになりました。この過程で
交配が進み園芸種の原種が何なのか見分けが難し
くなりましたが、園芸的に楽しまれればそれはそれ
でいいのだろうと思います。  

 桜井　尚武（本会、会員） 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「タマアジサイ(Hydrangea involucrata)と 
ヤマアジサイ(H. Serrata)  」 

図4 ヤマアジサイ 

20230625　白岩滝麻生山御嶽路  

図1 タマアジサイ 

20230723　白岩滝入口奥多摩  

図2 展開する花 

20230723　白岩滝入口奥多摩  

図3 タマアジサイの両性花が開花 

20230723　白岩滝入口奥多摩  

図5 ヤマアジサイの花 

20230625　麻生山御嶽路奥多摩  
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＜小菅村合宿の報告の続き＞ 
　その森の立地や、人工林になる前の状態をかんがみて、木材をそもそも生産する必要があるのか、何に
使うのかを考える。それをもとに伐採方法や、これから目指していきたい森の状態を決めること。しかし
昔の森を目指している今回の場合、ただ規則正しく伐採していくだけではなく、広葉樹の葉を使い土壌環
境も整えたり、大木が倒れてそこに一斉に芽が出てくることなど自然を再現する必要があること。今まで
は普段の活動で行ってきた間伐法しか知らなかったが、それしかやり方はないものだと思っていたが、森
自体を育てたい場合には巻き枯らし間伐を取り入れることで、木が徐々に葉を落とし土壌の急激な変化が
少なくなる。しかも乾燥もするので薪として使うには最適。だが、長福寺の森では虫が入ったり、キバチ
が発生する可能性などからこの方法は、使えないのでこの経験をきっかけに森林と人のためになる方法を
模索していきたいと思った。あとはプロの方々の作業を見ることでロープワークや受け口追い口の精度を
練習しなければならないと感じた。 
　また、より良い森、木にするには下草の整備が土壌環境や露地化などの面で大切だが、普段の活動では
土は踏みっぱなしになっていたり邪魔な下草は切ってしまっているし、降りるときのも滑って降りたりし
てるので、これからは土にも気を使ったり、点在している広葉樹の葉をうまく使っていきたい。 

井手　菱誠（GTE LAB 中学２年男子）
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所
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